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と
し
た
ほ
か
、　

日
晶

に
沖
縄
県
、
8
月
6

31

日
昭

に
愛
知
県
で
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
7
日
晶

に
は
、

1
日
の
感
染
者
数
と
し
て
過
去
最
多
の
全
国

で
1
6
0
5
人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
感
染
者
数
は
7
万
1
1
1
8
人
、
死

亡
者
数
は
1
3
4
8
人
（
9
月
4
日
晶
現
在
）
に

上
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

止
ま
ら
な
い
感
染
拡

止
ま
ら
な
い
感
染
拡
大大

独
自
の
支
援
制
度
を
拡

独
自
の
支
援
制
度
を
拡
充充

全
国
で
再
び
感
染
広
が
る

　

5
月　

日
捷

ま
で
に
す
べ
て
の
都
道
府
県

25

で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
後
は
、

主
に
東
京
都
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
し
た

が
、
再
び
感
染
が
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
東
京
都
で
は
7
月　

日
30

昭

に
、
感
染
拡
大
特
別
警
報
の
状
況
に
あ
る

　

昨
年　

月
に
中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
で
確
認
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

12

は
、
2
月
に
は
日
本
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
今
も
な
お
全
国
で
感
染
者
数
が
増

加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
市
で
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
対

策
や
市
民
生
活
、
事
業
者
、
地
域
経
済
の
支
援
な
ど
市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
過
と
市
の
緊
急
経
済
対
策
を

特
集
し
ま
す
。
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進
め
、
最
終
的
に
1
億
回
分
以
上
を
供
給
す

る
計
画
で
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
製

薬
会
社
と
の
間
で
も
、
開
発
に
成
功
し
た
場

合
6
0
0
0
万
人
分
の
供
給
を
受
け
る
こ
と

で
基
本
合
意
し
て
い
ま
す
。

世
界
中
で
止
ま
ら
な
い
感
染

　

世
界
で
は
、
8
月　

日
掌

に
感
染
者
数
が

30

2
5
0
0
万
人
を
超
え
、
死
者
数
も　

万
人

84

に
上
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
依
然
と
し
て
感

染
者
が
増
え
続
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
者
数
は
6
1
5
万
人
、
死
亡
者
数
は　

万
18

6
0
0
0
人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。（
9
月
4

日
画
現
在
）

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
の
中
南

米
諸
国
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で
の

拡
大
も
著
し
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
次
い

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
ワ
ク
チ
ン

の
開
発

　

各
国
で
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
報
道
に
よ
れ
ば　

種
26

類
が
候
補
と
し
て
臨
床
試
験
に
入
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
手
製
薬
会
社

と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
開
発
を
進
め
、

海
外
の
一
部
の
国
で
は
、
既
に
最
終
段
階
の

臨
床
試
験
に
入
っ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
日

本
で
も
来
年
1
月
か
ら
3
月
の
供
給
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
日
本
国
内
で
は
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
用
化
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
8
月
か
ら
臨
床
試
験
を
始
め
る
と

と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
と
並
行
し

て
供
給
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
支
援
を

的
に
広
報
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
と
熱
中
症

予
防

　

ま
た
、　

日
捷

に
開
か
れ
た
有
識
者
ら
に

24

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分

科
会
で
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
上
限
5
0
0
0
人
の
人
数
制
限
に
つ
い

て
、
8
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
期
限
を
9
月

末
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

栃
木
県
で
は
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て

感
染
者
が
急
激
に
増
加
し
、
8
月
6
日
昭

に

1
日
の
感
染
者
数
と
し
て
過
去
最
多
の　

人
17

の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

日
晶

に
は

28

累
計
で
3
0
0
人
を
超
え
、
9
月
4
日
晶

現

在
は
累
計
で
3
0
8
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

独
自
に
設
け
た
感
染
状
況
に
関
す
る
警
戒
度

は
7
月　

日
俄
に
「
感
染
拡
大
注
意
」
に
引

27

き
上
げ
ら
れ
、
9
月　

日
昌

ま
で
の
間
、
県

30

民
や
事
業
者
に
対
し
て
「
3
密
（
密
集
・
密
接
・

密
閉
）」の
回
避
や
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

適
切
な
取
り
組
み
、
業
種
ご
と
の
感
染
拡
大

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
な
ど
感
染
拡
大

防
止
対
策
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
感
染
者
が
多
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
多
い
日

で
1
日
に
約
1
0
0
0
人
も
の
人
が
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

　

途
上
国
で
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
不
足

し
て
い
る
問
題
の
ほ
か
、
水
道
の
整
備
な
ど

が
不
十
分
で
、
手
洗
い
が
で
き
な
い
な
ど
感

染
対
策
の
面
で
も
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
に
欧
州
で
感
染
が
広
が
っ
て

い
る
感
染
力
が　

倍
の
変
異
株
は
、
マ
レ
ー

10

シ
ア
で
起
こ
っ
た　

人
の
大
規
模
な
ク
ラ
ス

45

タ
ー
の
中
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
様
々
な
国
で
入
国
時
の
検
疫
強
化
や

ビ
ザ
発
給
の
制
限
が
行
わ
れ
、
経
済
活
動
を

は
じ
め
国
際
的
な
各
種
活
動
が
大
き
く
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

県
が
L
I
N
E
で
情
報
発
信

小
6
と
中
3
が
土
曜
授
業

　

臨
時
休
業
に
よ
り
減
少
し
た
授
業
時
間
を

確
保
す
る
た
め
、
市
で
は
、
小
学
6
年
生
と

中
学
3
年
生
を
対
象
に
土
曜
授
業
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　

中
学
校
は
9
月
、
小
学
校
は　

月
か
ら
で
、

10

い
ず
れ
も
来
年
2
月
ま
で
行
い
ま
す
。
各
学

校
で
は
、
期
間
中
に
土
曜
授
業
を　

時
間
程

30

度
、
実
施
日
や
教
科
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
学

力
低
下
に
対
す
る
不
安
解
消
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
っ
て
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

オ
ー
ル
と
ち
ぎ
宣
言

　

県
と
県
内
全　

市
町
で
は
、
8
月　

日
画

25

21

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
市
町
村
長
会

議
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
ら
へ

の
差
別
や
偏
見
な
ど
の
排
除
を
誓
う
「
新
型

コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
を
乗
り
越
え
る
オ
ー
ル
と

ち
ぎ
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
民
と
一
緒
に
、
大
切
な
人
や
く
ら
し
を
守

る
た
め
、「
お
も
い
や
り
」
と
「
や
さ
し
さ
」

を
持
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
闘
い
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
宣
言

す
る
も
の
で
、
県
内
で
も
感
染
者
ら
へ
の 
誹 ひ

 
謗 
中
傷
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
全
県

ぼ
う

手洗いは感染症対策の基本です

　

県
で
は
、　

日
昭

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

20

ル
ス
対
策
の
一
環
と
し
て
無
料
通
信
ア
プ
リ

「 
L
I
N
E 
」
に
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

ラ　

イ　

ン

し
、
感
染
者
の
発
生
情
報
な
ど
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
、「
栃
木

県

−

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
」で
、
検
査
件
数
や
警
戒
度
指
標
の
推

移
な
ど
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
4
日
晶

か
ら
は
、
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト

会
場
を
利
用
し
た
際
に
、
感
染
者
と
接
触
し

た
可
能
性
が
判
明
す
る
と
連
絡
を
受
け
取
れ

る
サ
ー
ビ
ス
「
と
ち
ま
る
安
心
通
知
」
も
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
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事
業
名

子育て世帯小・中学校市民・事業者
新
生
児
特
別
定
額
給

付
金

な
す
か
ら
子
育
て
応

援
給
付
金

な
す
か
ら
子
育
て
応

援
給
付
金
（
第
2
弾
）

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
事
業

の
助
成
額
拡
大
事
業

教
育
施
設
感
染
防
止

対
策
事
業

小
中
学
生
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
事
業

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

環
境
整
備
、G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
へ
の
支
援
事
業

八
溝
そ
ば
消
費
拡
大

事
業

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
事
業

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業

概
要

国
の
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
令
和
2
年
4
月　

日
～
3

28

年
3
月　

日
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
し
、
出
産
を
祝
う
と
と
も
に
子
育

31

て
に
要
す
る
費
用
を
支
援
す
る
た
め
、
新
生
児
1
人
あ
た
り　

万
円
を
給

10

付
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
童
手
当
受
給
世

帯
の
児
童
1
人
あ
た
り
1
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

市
が
独
自
に
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
事
業
の
対
象
者
を
拡
大
し
、
高
校
2
・
3
年
生
を
監
護
す
る
世

帯
お
よ
び
児
童
手
当
特
例
給
付
区
分
の
世
帯
の
児
童
1
人
あ
た
り
1

万
円
を
給
付
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

時
流
行
を
防
ぎ
、
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支
援
を
行
う
た
め
、

1
歳
～
中
学
3
年
生
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、空
気
清
浄
機
や
体
温
計
な
ど
の
備
品
の

配
備
お
よ
び
蛇
口
レ
バ
ー
な
ど
を
設
置
し
、環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
に
よ
り
授
業
時
数
が
大
き
く
減
少
し
た
こ

と
に
伴
い
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
低
下
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
小
学
6
年
生
お
よ
び
中
学
3
年
生
を
対
象
に
土
曜

日
を
利
用
し
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
お
よ
び
教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入
し
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
事
業
の
早
期
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

八
溝
そ
ば
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
八
溝
そ
ば
を
提
供
す
る
飲

食
店
に
対
し
、
販
売
額
の
2
分
の
1
を
助
成
し
、
料
金
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
を
防
ぐ
た
め
、　

歳
～　

歳
の
市
民
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

16

64

ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。（
高
校
1
年
生
相
当
の
人
は
、　
16

歳
到
達
前
で
も
対
象
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
市
内
の
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
商
工
会
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
係
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

予
算
額

9
6
7
万
6
千
円

2
6
2
0
万
円

6
1
5
万
2
千
円

7
5
9
万
2
千
円

1
9
7
9
万
4
千
円

5
2
0
万
円

1
億
4
8
2
3
万

8
千
円

7
8
8
万
4
千
円

6
8
7
万
9
千
円

2
5
0
0
万
円

気
温　

度
を
超
え
る
日
は
続
き
ま
す
。
屋
外

30

で
人
と
十
分
な
距
離
が
確
保
で
き
る
場
合
に

は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
マ
ス
ク

を
は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
る
時
は
、
強
い
負
荷
の
作
業
や

運
動
は
避
け
、
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
感
染
予
防
に
は
、
冷
房
時
で
も
換

気
扇
や
窓
開
放
に
よ
っ
て
換
気
を
確
保
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

市
の
緊
急
経
済
対
策

　

市
で
は
、
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
て
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。（
上
表
）

　

主
な
内
容
は
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

給
付
対
象
と
な
ら
な
い
令
和
2
年
4
月　

日
28

以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
対
し
支
援
を
行

う
「
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
事
業
」
や
、

小
・
中
学
校
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
感
染

防
止
対
策
と
し
て
空
気
清
浄
機
、
体
温
計
な

ど
を
整
備
す
る
「
教
育
施
設
感
染
防
止
対
策

事
業
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
市
内
の
小
売
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
を
支
援
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
」、
国
の
持
続
化
給
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
者
の
応
援
の
た
め
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
継
続

応
援
金
」
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
治
会
の
感
染
症
対
策
を
支
援
す
る

「
自
治
会
支
援
事
業
」
な
ど
、
合
わ
せ
て　
45

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

め
に
、 
飛  
沫 
感
染
や
接
触
感
染
、
さ
ら
に
は

ひ 
ま
つ

近
距
離
で
の
会
話
へ
の
対
策
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
て
い
く
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
基
本
的
な
実
践
例
と

し
て
は
、
3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
避
け
、

人
と
の
間
隔
を
で
き
る
だ
け
空
け
る
こ
と
や
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
ほ
か
、
感
染
が

流
行
し
て
い
る
地
域
か
ら
の
移
動
や
感
染
が

流
行
し
て
い
る
地
域
へ
の
移
動
を
控
え
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
と
異
な

る
生
活
環
境
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
例

年
以
上
に
熱
中
症
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
猛
暑
日
が

続
い
た
8
月
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

市
の
主
な
緊
急
経
済
対
策

熱中症対策のため、こまめに水
分をとることを心がけましょう
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ビ
オ
ト
ー
プ
で
魚
や
水
生
昆

虫
を
採
集
す
る
子
ど
も
た
ち

市民・事業者その他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
継
続
応
援
金

飲
食
店
割
引
券
等
発

行
事
業

雇
用
調
整
助
成
金
等

活
用
促
進
交
付
金

図
書
館
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業

自
治
会
支
援
事
業

敬
老
記
念
事
業

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
に
、
売
上
減
少
率

に
応
じ
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

飲
食
店
へ
の
来
店
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
掲
げ
る「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
適
合
し
た
業
態
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
に
商
工

会
が
行
う
飲
食
店
割
引
券
発
行
事
業
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

中
小
企
業
者
の
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど

の
支
給
決
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
に
対
し
、
そ
の
申
請
手
続
き
に

関
す
る
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

烏
山
図
書
館
・
南
那
須
図
書
館
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
図
書
消
毒
機
器
、
デ
ス
ク
用
移
動
式
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
視
聴
覚
資
料
を
設
置
し
、
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

自
治
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
経
費
を
支
給
し
ま
す
。

自
治
会
で
の
敬
老
会
自
粛
の
た
め
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
祝

77

辞
を
送
付
し
ま
す
。

9
9
8
2
万
4
千
円

2
0
0
万
円

1
5
0
1
万
3
千
円

4
0
1
万
4
千
円

9
9
5
万
円

　

万
6
千
円

58

　

田
ん
ぼ
の
学
校
「
志
鳥
倶
楽
部
」（
滝

口
清
栄
会
長
）
で
は
、
8
月　

日
松

、
志
鳥

22

窯
周
辺
で
「
田
ん
ぼ
と
水
辺
の
生
き
物

調
べ
！
」
を
開
き
、
市
内
外
の
親
子
連

れ
な
ど
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

　

当
日
は
、
会
員
や
県
立
博
物
館
学
芸

員
の
林
光
武
さ
ん
に
よ
る
「
ト
ン
ボ
や

飛
行
機
が
な
ぜ
飛
べ
る
の
か
」
の
講
話

の
後
、
実
際
に
ビ
オ
ト
ー
プ
や
小
川
を

探
索
し
、
魚
や
水
生
昆
虫
を
採
集
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
虫
か
ご
は
、
ザ

リ
ガ
ニ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、

ヤ
ゴ
な
ど
で
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ

い
に
…
。
そ
の
後
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
遊
ん
だ

り
、
流
し
そ
う
め
ん
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
校
3
年
生
の
北
條
蓮

心
さ
ん（
宇
都
宮
市
）は
、「
話
を
聞
き
、
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
捕
ま
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が

田
ん
ぼ
の
学
校
で
生
き
物
調
査
!

市役所の仕事学ぶ
荒川小 年生が2

　

そ
の
ほ
か
、
既
に
行
っ
て
い
る
対
策
に
は
、

学
生
応
援
ふ
る
さ
と
便
の
発
送
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
緊
急
経
済
対
策
の
ほ
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
収
入
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
て
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
減
免
や
上
下
水
道
料
金
の
支
払

を
猶
予
す
る
制
度
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保

育
料
の
日
割
り
徴
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
行
う
も
の
と
し
て
、「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」
や
「
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」
が
あ
る
ほ

か
、
全
て
の
国
民
に　

万
円
を
給
付
す
る
特

10

別
定
額
給
付
金
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

◇

　

こ
こ
ま
で
、
国
内
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
市
で
取
り
組
む
緊
急

経
済
対
策
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
は
出
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
日
々
、
感
染
者
は
増
加
し
て
お

り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
3
密
の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

こ
ま
め
な
手
洗
い
、
消
毒
な
ど
を
一
人
ひ
と

り
が
心
が
け
、
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
感
染
者
ら
へ 
誹  
謗 
中
傷
や
差
別
、
偏

ひ 
ぼ
う

見
な
ど
を
せ
ず
、
大
切
な
人
や
く
ら
し
を
守

る
た
め
、「
お
も
い
や
り
」
と
「
や
さ
し
さ
」

を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　荒川小学校　年の児童38人が、　 月27日（木）、2 8
生活科の授業の一環で、市役所南那須庁舎を訪れ
ました。
　授業では、市役所や図書館、郵便局などで働い
ている人へインタビューをしながら探検をします。
児童は、南那須庁舎を見学した後、市職員に「職
員は何人いるのか」や「　日に何人が利用するか」、1
「何時から何時まで働いているか」などのインタ
ビューをして市役所の仕事を学びました。

議場を見学する児議場を見学する児童童
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昨
年　

月
に
発
生
し
、
本
市
に
も
甚
大
な

10

被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
元
年
東
日
本
台

風
（
台
風
第　

号
）」
の
災
害
か
ら
間
も
な
く
1

19

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
幸
い
に
も
死
者
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
那
珂
川
や
荒
川
、
江
川
が 
氾  
濫 

は
ん 
ら
ん

し
、
住
宅
被
害
な
ど
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
は　

か
所
の
避
難
所
に
最
大
3

16

4
8
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
昨
年
の
台
風
に
よ
り
浮
か
び
上

が
っ
た
様
々
な
課
題
と
そ
の
対
策
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
で
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を
紹

介
し
ま
す
。

1
日
の
降
水
量
2
1
2
・
5
㎜
を
記
録

　

東
日
本
台
風
は
、　

月　

日
松

の
午
後
7

10

12

時
に
9
5
5
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と
い
う
強
い

勢
力
を
維
持
し
た
ま
ま
静
岡
県
伊
豆
半
島
に

上
陸
し
、
そ
の
後
関
東
平
野
部
を
縦
断
し
ま

し
た
。
東
日
本
と
東
北
地
方
を
中
心
に
広
い

範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
本
市
で
は
、

　

日
午
前
0
時
か
ら　

日
午
前
0
時
ま
で
の

12

13

降
水
量
が
平
年
の　

月
1
か
月
分
の
1
・
5

10

倍
に
相
当
す
る
2
1
2
・
5
㎜
と
観
測
史
上

最
大
と
な
り
ま
し
た
。

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題

　

当
時
、
那
珂
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
避
難
所

と
な
っ
て
い
た
旧
境
保
育
園
近
く
の
県
道
ま

で
水
が
押
し
寄
せ
、
急
き
ょ
境
公
民
館
へ
2

次
避
難
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
者
の
中
に
は
、
高
齢
者
や
車
椅
子
を
利

用
す
る
要
配
慮
者
も
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の
要
配
慮
者
に
対
応
し
た
避
難
所
の
検

討
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
対
応
方
針

　

自
主
避
難
用
と
し
て
事
前
に
設
置
す
る
避

難
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
4
か
所
か
ら
6
か
所

（
表
1
）
に
増
や
し
、
避
難
所
の
対
応
に
あ
た

る
職
員
数
も
こ
れ
ま
で
の
2
人
か
ら
、
3
～

4
人
体
制
へ
と
増
員
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
備
品
も
毛
布
や
ア
ル
ミ

マ
ッ
ト
に
加
え
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
れ

る
間
仕
切
り
や
簡
易
ベ
ッ
ド
を
配
備
す
る
な

ど
避
難
者
が
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
災
害
へ
の
備
え

　

災
害
時
に
は
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
防
災
ア

プ
リ
・
防
災
メ
ー
ル
を
通
じ
て
避
難
情
報
が

発
表
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、「
5
段
階
の

警
戒
レ
ベ
ル
」（
表
2
）を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
順
番
に
発
表
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
避
難
を
始
め
ま
し
ょ

う
。
日
頃
か
ら
気
象
庁
の
発
表
す
る
情
報
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
自

宅
の
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
場
所
、
避
難
所
以

外
で
安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
て
身
を
寄
せ

ら
れ
る
親
戚
や
知
人
が
い
る
か
を
知
っ
て
お

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
市
総
務
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
非
常
時
に
持
ち
出
し
、
自
分
の

身
を
守
る
た
め
に
防
災
用
品
を
そ
ろ
え
て
お

災
害
に
備
え
よ
う
！

東
日
本
台
風
か
ら
間
も
な
く
1
年

電話番号住所施設名地区

83－1412中央2－13－8烏山公民館・
烏山体育館烏山

83－1117

上境290－1境公民館境

向田2187旧向田小学校・
体育館向田

谷浅見910七合小学校体育館七合

88－7115田野倉85－1保健福祉センター荒川

83－1117下川井1001江川小学校体育館江川

（表　）市内　か所の避難所1 6

避難情報など取るべき行動警戒レベル
早期注意情報（気象庁
が発表）災害への心構えを高めるレベル　1

大雨・洪水注意報な
ど（気象庁が発表）避難行動を確認レベル　2

避難準備・高齢者等
避難開始（市町が発令）

危険な場所にいる場合、高齢
者や障がい者、乳幼児などと
その支援者は避難開始

レベル　3

避難勧告、避難指示
（緊急）（市町が発令）

危険な場所にいる場合、全員
すみやかに避難レベル　4

レベル　で危険な場所から全員避難完了！4
災害発生情報（市町が
発令）

すでに災害が発生している状
況のため命を守る最善の行動レベル　5

（表　）　 段階の警戒レベル2 5（表　）用意する物の例3
貴重品類
□現金（小銭を多めに）
食品類
□水　□食品（アルファ化米や缶詰など）　□あめ・チョコなど
身を守るもの
□ホイッスル（助けを呼ぶため）
医薬品など
□救急セット　□常備薬　□マスク　□手指の消毒液
□体温計
生活用品
□ラジオ　□懐中電灯　□着替え　□歯ブラシ　□タオル
□ウエットティッシュ　□携帯電話の充電器
各家庭で必要なもの
□赤ちゃんの用品（おむつ、ミルク、哺乳瓶など）
□生理用品　□コンタクトレンズの洗浄液
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き
ま
し
ょ
う
。（
表
3
）
こ
れ
ら
の
防
災
用
品

は
、
避
難
時
な
ど
に
両
手
が
使
え
る
よ
う

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
お
く
と
便
利
で

す
。

　

そ
し
て
、
災
害
時
に
は
、
互
い
に
助
け
合

う
意
識
が
重
要
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
避
難
時
の
声
か
け

な
ど
、
地
域
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

避
難
先
で
の
感
染
症
に
備
え
よ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
避

難
所
で
の
感
染
防
止
対
策
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
避
難
先
で
も
ま
め
に

手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る
こ
と
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
普
段
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

体
調
が
優
れ
な
い
時
は
、
運
営
す
る
行
政
職

員
な
ど
に
速
や
か
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
3
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
防
ぎ
、

感
染
症
を
予
防
す
る
観
点
か
ら
も
避
難
所
以

外
の
安
全
な
場
所（
親
戚
や
知
人
宅
な
ど
）へ
避
難

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

一
級
河
川
「
荒
川
」
の
災
害
復
旧
助
成
事
業

　

本
市
を
流
れ
る
一
級
河
川
「
荒
川
」

は
、
こ
れ
ま
で
も
大
き
な
台
風
や
豪
雨

の
た
び
に
浸
水
や
堤
防
の
決
壊
が
発
生

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
東
日
本
台

風
（
台
風
第　

号
）
で
も
再
び
堤
防
が
決
壊

19

す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
再
度
の

災
害
を
防
止
す
る
計
画
を
立
て
、
国
と

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

災
害
復
旧
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、

向
田
地
区
お
よ
び
南
大
和
久
・
小
倉
・

藤
田
地
区
で
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
、
総
事
業
費
は
約　

億
60

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
台
風
で
は
、
荒
川
の
上
流
域

に
あ
る
塩
谷
雨
量
観
測
所
に
お
い
て
、

観
測
史
上
最
大
と
な
る
4
1
4
㎜（　
時
24

間
）
の
雨
が
降
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
荒
川
の
水
位
は
現
在
の
堤
防
を
越
え
、

一
部
が
決
壊
。
そ
の
被
害
は
、
向
田
地

区
、
南
大
和
久
・
小
倉
・
藤
田
地
区
で

浸
水
面
積
1
4
8　

、
浸
水
家
屋
は
2

ha

8
7
戸
、
農
地
被
害
は
1
2
8　

に
及

ha

び
ま
し
た
。（
図
1
）

　

今
回
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
向
田

地
区
約
1
・
5
㎞
、
南
大
和
久
・
小
倉
・

藤
田
地
区
約
4
・
4
㎞
の
計
約
5
・
9

㎞
に
お
い
て
、
令
和
4
年
度
の
完
成
を

目
指
し
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
は
、
東
日
本
台
風
と
同
規
模
の

洪
水
が
起
き
て
も
、
越
水
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
現
在
の
川
の
中
に
堆
積
し

て
い
る
土
砂
を
撤
去
し
、
堤
防
の
浸
食

を
防
止
す
る
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護

岸
を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
堤
防
を

高
く
す
る
こ
と
や
川
幅
を
広
げ
る
こ
と

で
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。（
図
2
）

　

現
在
、
堤
防
の
設
計
が
終
了
し
、
橋

り
ょ
う
や
樋
管
な
ど
の
構
造
物
の
設
計

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
南
大
和
久
・
小

倉
・
藤
田
地
区
の
破
堤
決
壊
箇
所
を
優

先
的
に
一
部
築
堤
護
岸
の
工
事
を
進
め

て
お
り
、
渇
水
期
と
な
る
秋
以
降
に
工

事
は
本
格
化
し
ま
す
。
堤
防
の
か
さ
上

げ
を
行
う
区
間
は
、
事
業
用
地
が
必
要

と
な
る
た
め
、
今
後
、
境
界
の
立
ち
合

い
や
用
地
取
得
の
交
渉
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問合　県県土整備部烏山土木事務所　察0287－83－1445

（図1） 向田地区・南大和久・小倉・藤田地区の浸水区域と越水範囲
向田地区

荒川橋荒川橋荒川橋

向田向田向田

藤田藤田藤田

藤田橋藤田橋藤田橋
小倉小倉小倉

南大和久南大和久南大和久岩子岩子岩子

野上野上野上

現在の形

荒川荒川荒川

荒川荒川荒川

落合落合落合

落合橋落合橋落合橋

災害復旧助成事業
L＝1.5km

災害復旧助成事業
L＝4.4km

越水範囲
浸水区域

（図 2） 事業のイメージ

南大和久・小倉・藤田地区

越水範囲
浸水区域

決壊箇所

江川江川江川

那珂川那珂川那珂川

大金

新荒川橋新荒川橋新荒川橋

①河道掘削
河道内を一部掘削す
ることで、流下能力を
向上させます

③築堤
堤防を高くすることや川幅
を広げることで流下能力を
向上させます

②護岸
堤防の浸食を防止する
ために、コンクリートの
護岸を設置します

2～3m程度嵩上げ 2～3m程度嵩上げ令和元年東日本台風時の
流量を越水させない高さ

【洪水リスク情報】
河川情報センター
川の水位情報

（危機管理型水位計）
とちぎリアルタイム
雨量河川水位観測情報

（https://k.river.go.jp/）（https://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/）

【荒川の災害復旧事業に関する各種情報】

YouTube動画栃木県ホームページ

（https://youtu.be/ju9LO4K_eNE）（http://www.pref.tochigi.lg.jp/h06/index.html）
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①火・金（午後　時15分~　時45分）7 8

②那須烏山市武道館
③０９０－１８１０－１４５８（赤野）
④強い体と心、勇気・思いやり・感謝の気持ちを身につけましょう。

南那須柔道

◆剣道

◆柔道

①火・金（午後　時30分~　時45分）、その他6 8

②烏山小学校体育館、烏山中学校体育館
③０９０－１４５８－５２６６（前沢）
④近隣市町村・市内の小学生を対象に
　活動中です。団員募集中です。

烏山 LITTLE DIPPERS

七合スピリッツ　七合スピリッツboy匡s
①水・金（午後　時45分～　時45分）、日（午前　時～正午）6 8 9

②七合小学校体育館
③女子：０８０－５５６７－５９４０（鮎澤）
　男子：０９０－２４０３－９３６８（小泉）
④初めてでも安心して参加できます。楽しくバスケをしましょう！

①水・金（午後　時～　時）、土（午前　時～正午）7 9 9

②江川小学校体育館、荒川小学校体育館、那珂川町総合体育館
③０９０－２６５３－１５５６（塩田）
④興味のある人は、ぜひ、見学に来てください。団員一同お待ちして
　います。

エトワール・オーキッドJr

①月・金（午後　時45分～　時）6 8

②烏山武道館
③０８０－１２５４－６０７８（小森）
④「明るく・楽しく・元気よく」剣道を始めてみませんか？

烏山剣道

①火・木（午後　時～　時）、土（午後　時～　時）7 8 6 8

②那須烏山市武道館
③０９０－３１４３－６１５９（菊池）
④剣道仲間と楽しく稽古をしています。友達を誘って見学に来てくだ
　さい。

宏倫剣道

◆ミニバスケットボール
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仲間と楽しく汗をかこう
スポーツ少年団を紹介します！

①活動日
②活動場所
③連絡先
④各団体からひとこと
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①月・水・金（午後　時30分～　時）、土・日（午前　時30分～正午）6 9 8

②烏山運動公園、烏山小学校
③０９０－３０８９－４６２０（鈴木）
④市内の　年生～　年生の男女を対象に団員を募集しています。ぜひ、1 5
　見学に来てください。

那須烏山クラブ

①火・金（午後　時～　時）、土（午後　時～　時30分）7 9 6 8

②緑地運動公園、荒川体育館
③０８０－３０２５－０３１８（荒井） 
④仲間や友達を大切にできるように取り組んでいます。

YUZUHA FCジュニア

①火・木（午後　時30分～　時）、土（午前　時～正午）6 9 9

②烏山運動公園、愛宕台運動場、緑地運動公園　他
③０９０－４１７４－４３２３（平野）
④サッカーを楽しみ、みんなで市を盛り上げましょう！

FCバジェルボ那須烏山

①火（午後　時～　時30分）、土（午前　時～11時）7 8 9

②烏山体育館、境小学校
③０９０－４４５５－６１２３（堀江）
④　年生～　年生みんなで楽しくサッカーをやっています。1 6

境クラブ

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

①水・土（午後　時30分～　時30分）6 8

②烏山武道館
③０９０－４０１４－８３７０（田中）
④空手の稽古をとおして、礼儀作法や心身の鍛錬の習得に努めます。

白堊会空手道

◆軟式野球

◆空手道

①月・水・金（午後　時～　時）7 9

②那須烏山市武道館
③０８０－４４０８－０８６２（峰岸）
④人に優しく、自分には厳しく。努力は決して裏切りません。

南那須空手道

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

◆サッカー
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大金で職員出前講座

公共交通機関を
上手に使おう

ン
ド
交
通
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
車
や
バ
ス
は
、
市
内
外
住
民
の
日
常

生
活
や
通
勤
・
通
学
、デ
マ
ン
ド
交
通
は
、

高
齢
者
を
中
心
に
買
い
物
・
通
院
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

移
動
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
で
あ
り
、
減
少
が
進
め
ば
公
共
交
通

の
維
持
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。市
で
は
、
公
共
交
通
を
未
来
に
残

す
た
め
、
利
用
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
い
つ
か
は
自
分
に
必
要
と
な
る
公
共
交

通
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

■
問
合　

ま
ち
づ
く
り
課
緯
0
2
8
7

－

　

－

1
1
5
1

83

　

市
で
は
、
市
職
員
に
よ
る
出
前
講
座

「
公
共
交
通
機
関
を
上
手
に
使
お
う
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
市
内

の
公
共
交
通
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
現
状

や
利
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

8
月　

日
晶

に
は
、
大
金
公
民
館
で

21

公
共
交
通
に
関
す
る
出
前
講
座
が
開
か

れ
、
大
金
自
治
会
大
金
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
の　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

14

　

講
座
で
は
、
近
年
の
市
内
の
公
共
交

通
の
利
用
者
数
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予

約
の
方
法
や
運
行
に
つ
い
て
紹
介
。
参

加
者
の
半
数
は
、
利
用
方
法
が
分
か
ら

ず
、
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人

で
し
た
が
、
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う

き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

◇

　

本
市
の
公
共
交
通
は
、
電
車
（
J
R
烏

山
線
）、
市
営
バ
ス
な
ど
の
バ
ス
、
デ
マ

■市内を走る公共交通機関
運行区域路線名機関名

烏山駅～宝積寺駅（便により宇都宮駅ま
で乗入れ）JR烏山線電車

烏山駅～大沢～高部車庫（茨城県常陸大
宮市）烏山高部線

市営バス
烏山駅～芳賀黒田（茂木町）～市貝温泉
（市貝町）市塙黒田烏山線

烏山駅～那珂川町役場馬頭烏山線コミュニ
ティバス

氏家駅～喜連川～馬頭車庫（市内バス停
は、志鳥地区（長坂・志鳥新道・上志鳥））氏家・馬頭車庫関東自動

車バス
・地区内であれば、希望の場所から行き
たい場所まで利用可能。
・指定施設から乗降する場合、地区を問
わず乗り継ぎ無し（1回）で希望の乗降場
所まで利用可能。
※指定施設以外から乗降する場合、乗り
継ぎと新たな料金が発生します。
【指定施設】市役所烏山庁舎、那須南病院、
山あげ会館、烏山台病院、水道庁舎、市役
所南那須庁舎、保健福祉センター、南那須
図書館

南那須地区

デマンド
交通

烏山A地区

烏山B地区

烏山共通地区

市
内
の
公
共
交
通
を
紹
介
す
る
市
職
員

付
金
）」
に
6
1
5
万
2
千
円
、
児
童
扶

養
手
当
支
給
世
帯
に
一
律
5
万
円
を
給

付
す
る
ほ
か
、
収
入
減
少
世
帯
や
子
ど

も
の
数
に
応
じ
た
追
加
給
付
の
あ
る

「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
費
」
に
2
3
7
4
万
1
千
円
を
追
加

計
上
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
健
診
時
の

消
毒
液
や
マ
ス
ク
な
ど
の
購
入
費　

万
39

5
千
円
、
八
溝
そ
ば
販
売
の
半
額
を
助

成
す
る
「
八
溝
そ
ば
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

支
援
事
業
費
」
に
7
8
8
万
4
千
円
を

補
正
し
た
ほ
か
、
飲
食
店
の
支
援
や
飲

食
店
割
引
券
、
国
の
持
続
化
給
付
金
の

対
象
外
の
事
業
者
に
対
す
る
応
援
金
、

雇
用
調
整
助
成
金
活
用
促
進
交
付
金
な

ど
商
工
業
支
援
事
業
費
に
1
億
1
7
3

3
万
7
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
民
話
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
観
光

振
興
費
に
9
9
9
万
1
千
円
、
避
難
所

の
感
染
防
止
間
仕
切
り
購
入
な
ど
の
災

害
対
策
費
に
9
7
3
万
2
千
円
、
小
・

中
学
校
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
な
ど
に
空
気
清
浄
機
を
備
え
る
た
め

2
0
7
0
万
5
千
円
を
補
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
財
源
は
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
や
各
種
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

令
和
2
年
第
5
回
市
議
会
7
月
臨
時

会
が
、
7
月　

日
昌

に
開
か
れ
、
一
般

29

会
計
補
正
予
算
案
1
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◇

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
令
和
2

年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
2
億
3
7
8
4
万
9
千
円
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
を
1
4
0
億
5

7
2
5
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
3
密
（
密
集
・

密
接
・
密
閉
）
対
策
と
し
て
各
庁
舎
内
会
議

室
に
無
線
L
A
N
や
W
e
b
会
議
用
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
整
備
す
る
費
用
1
千

万
8
千
円
、
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
令
和
2
年
4
月　

日
28

以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
1
人
に
つ
き

　

万
円
を
給
付
す
る
「
新
生
児
特
別
定

10額
給
付
金
事
業
費
」
9
6
7
万
6
千
円
、

市
内
保
育
施
設
な
ど
の
消
毒
液
や
マ
ス

ク
購
入
費
と
し
て
1
2
0
9
万
9
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
2
・

3
年
生
世
代
お
よ
び
児
童
手
当
の
う
ち

特
例
給
付
区
分
の
対
象
者
に
1
人
1
万

円
を
支
給
す
る
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
事
業
費（
な
す
か
ら
子
育
て
応
援
給

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

2
億
3
7
8
4
万
9
千
円
を
補
正

第
5
回
市
議
会
7
月
臨
時
会

※詳しくは、まちづくり課にお問い合わせください。
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　市職員の給与と職員数など、人件費の状況がまとまり
ましたのでお知らせします。
　職員の給与額は、公務員と民間を比較して人事院が毎
年勧告する国家公務員の給与に準じて改定しています。
　今回掲載した内容は、令和　年　月　日現在の「地方公2 4 1
務員給与実態調査」と「地方公共団体定員管理調査」によ
るものです。
■総務課人事グループ　緯0287－83－1117

市職員給与の
　　あらまし

■人件費の状況（令和元年度普通会計決算）
人件費比率
（B/A）人件費（B）歳出額（A）住民基本台帳

（R2.3.31）

15.6％1,850,673千円11,840,875千円25,917人

（注）人件費には特別職（市長、副市長、教育長）と議員ほか非常勤特
別職の給与報酬を含んでいます。

　　※地方財政状況調査要領に基づく。

（注）　　職員手当には退職手当は含まれません。1
　　　　給与費には、特別職（市長、副市長、教育長）の給与を含ん2

でいます。
　　　　ただし、企業会計である水道事業の給与は含まれていません。

■職員給与費の状況（令和　年度普通会計予算）　（単位：千円）2

一人当たり
給与費
（B/A）

給　与　費職員数
（A） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料

5,8431,431,523351,368181,546898,609245人

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況 （令和　年　月　日現在）2 4 1

（注）一般行政職とは、企業会計・特別会計職員、税務職員、保健師、
保育士、教諭、技能労務職員を除いた職種をいいます。

　　市の平均は令和　年　月　日、全国および栃木県の平均は平成2 4 1
31年　月　日現在の数値です。4 1

技能労務職一般行政職
区　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

58歳　1月275,200円41歳　3月340,600円那須烏山市

53歳　3月322,644円42歳　9月325,365円全 国 平 均

53歳　5月343,741円42歳　9月332,451円栃木県平均

■経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （一般行政職）　（令和　年　月　日現在）2 4 1

経験年数20～24年経験年数15～19年経験年数10～14年区　分

364,800円310,600円256,100円大 学 卒

297,200円235,400円223,200円高 校 卒

初　任　給区　分
171,700円大 学 卒
150,600円高 校 卒

■初任給の状況（一般行政職）（令和　年　月　日現在）2 4 1

■職員数の状況
（各年　月　日現在、令和　年地方公共団体定員管理調査より）4 1 2

対前年
増減数

職　員　数
区　分

令和　年2令和元年
044議 会

一
般
行
政
職

05757総 務
01616税 務
△14647民 生
11716衛 生
01515農林水産
△189商 工
11312土 木
0176176小 計
04747教　　育
0223223一般会計
011病 院

公
営
企
業
等

077水 道
△134下 水 道
000交 通
01212そ の 他
△12324小 計
△1246247合　　計

（注）
　　この調査の対象か1
ら特別職（市長、
副市長、教育長）
は除きます。

　　条例定数はあくま2
でも那須烏山市職
員定数条例に基づ
く定数になります。

　　増減の主な理由は、3
退職不補充による
減、グループ再編
および配置異動に
伴う増減です。

（注）
※人事院勧告により、
　支給月の変動あり。

■特別職報酬などの状況（令和　年　月　日現在）2 4 1

給料月額等区　分

750,000円市 長

610,000円副市長

560,000円教育長

370,000円議 長

300,000円副議長

270,000円議 員

期末手当 　　　
6月期　1.70月
12月期　1.70月
　　計　　3.40月

■職員手当の状況 （令和　年　月　日現在）2 4 1

内　　　　　容手当名内　　　　容手当名
・原則市内の借家等（家
賃16,000円を超える
ものに限る）に対して、
家賃に応じて28,000
円を限度に支給

住居手当・配偶者  疑疑疑6,500円
・子  疑疑疑疑10,000円
・父母等  疑疑疑 6,500円
※満16歳から満22歳まで
の子一人当たり5,000
円の追加

扶養手当

　　　　期末手当　 勤勉手当
  6月期　1.30月      0.95月
12月期　1.30月      0.95月
 　 計　   2.60月      1.90月
※職務上の段階、職務
の級等による加算措
置あり

※人事院勧告により、
支給月の変動あり

期末勤勉
手　　当

（片道2㎞以上に限る。）
・交通機関を利用する場
合、運賃の額55,000
円までは全額支給、そ
れを超える場合は支給
単位期間につき55,00
　0円に支給単位期間の
月数を乗じて得た額

・自家用車などを利用す
る場合、通勤距離に応
じて2,000円から31,6

　00円の範囲で支給

通勤手当

・参事の職：44,300円
・課長の職：37,400円
・主幹の職：27,800円
※職名により定額支給

管 理 職
手　　当
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し
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
、
主
に
自
宅
近
く
の
荒
川

沿
い
な
ど
を
1
日
2
回
、
そ
れ
ぞ
れ
6

～　
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

10
水
に
蜂
蜜
と
岩
塩
を
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ

　

碓
氷
正
和
さ
ん
（
小
白
井
）
が
健
康
づ

く
り
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
、

歩
い
た
総
距
離
が
地
球
3
周
分
に
相
当

す
る　

万
キ
ロ
を
超
え
ま
し
た
。

12

　

碓
氷
さ
ん
は
、　

年
前
に
体
調
を
崩

30

　

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
が
最
盛
期
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
8
月　

日
昌
、
J

12

A
な
す
南
の
荒
井
節
組
合
長
と
中
山
か

ぼ
ち
ゃ
部
会
の
佐
藤
正
宏
部
会
長
が
川

俣
純
子
市
長
に
今
年
の
作
柄
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
「
な
す
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
」認
定
品
の
中

山
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
非
常
に
薄
い
皮
と
濃

い
オ
レ
ン
ジ
色
の
き
め
細
か
い
果
肉
が

特
徴
で
、
出
荷
期
間
が
短
く
生
産
量
も

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
希
少
性
が
高

碓
氷
正
和
さ
ん
が

年
で
地
球
3
周
分
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

30

ル
ド
リ
ン
ク
を
持
ち
、
広

い
歩
幅
で
早
く
歩
く
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
碓
氷

さ
ん
。
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
公
認
主
任
指
導
員

の
資
格
を
持
ち
、
県
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
協
会
の
理
事
も

務
め
て
お
り
、
市
内
外
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
サ

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
出
荷
最
盛
期

今
年
の
出
来
を
市
長
に
報
告

川
俣
市
長
に
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
を
手
渡
す
荒
井

組
合
長
（
右
）
と
佐
藤
部
会
長
（
左
）

　

市
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に
「
情
報
公
開
条
例
」
に
基

づ
き
市
が
持
っ
て
い
る
情
報
（
公
文
書
）
を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
設
け
、
こ
れ
に
基
づ
き
市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
や
訂
正
、
利
用
の
停

止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
「
情
報
公
開
制
度
」
お
よ
び
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
は
、
毎
年
1
回
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、　

件
の
情
報
公
開
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
情
報

26

開
示
請
求
が
3
件
（
内
訳
：
全
部
開
示
0
件
、
部
分
開
示
3
件
）
あ
り
、
訂
正
請
求
お
よ
び
利

用
停
止
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合　

総
務
課
行
政
グ
ル
ー
プ　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
7

83

情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制
度

令
和
元
年
度
の
運
用
状
況
を
公
表

■　

件
の
情
報
を
公
開
、
3
件
の
個
人
情
報
を
開
示

26

※部分公開とした理由は、個人に関する保護情報、法人に関する保護情報に 
　該当する部分があったため。
※不存在・非公開とした理由は、請求のあった情報が存在しなかったため。

ー
ク
ル
活
動
を
展
開
し
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
が
開
催
で
き
て
い
な
い
も

の
の
、
年
内
の
再
開
を
目
指
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

碓
氷
さ
ん
は
、「
生
き
る
た
め
に

始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
く
続
け

て
こ
ら
れ
た
と
思
う
。
習
慣
と
な
っ

た
今
で
は
、
3
日
休
む
と
調
子
が

狂
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
無

理
せ
ず　

歳
、　

歳
に
な
っ
て
も
歩

80

90

き
続
け
た
い
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
誰
で
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
の

で
、
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方

を
広
め
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
雨
が
多
く
日
照
量
が
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
生
育
期
間
を
通
常
よ

り
も
5
日
程
度
延
ば
し
た
出
荷
と
し
た

た
め
、
ほ
く
ほ
く
し
た
食
感
の
お
い
し

い
も
の
が
で
き
、
価
格
も
安
定
し
て
い

る
そ
う
。
佐
藤
部
会
長
は
「
生
産
者
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
が
、
農
地
を
有

効
活
用
す
る
と
と
も
に
協
力
し
て
生
産

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
体
制
を
整
え
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼情報公開条例による公開請求の状況　（H31.　.　～R　.　.31）41 23

不　服
申立て

処　理　状　況
請求
件数担 当 課実 施 機 関 不存在

非公開
部分
公開公開

－0022総 合 政 策 課

市 長

－0022まちづくり課
－0145総 務 課
－0112税 務 課
－0202市 民 課
－0022農 政 課
－2002商 工 観 光 課
11012都 市 建 設 課
－0011上 下 水 道 課
－341320小 計
－0011学 校 教 育 課

教育委員会 －0112生 涯 学 習 課
－0123小 計
－1023議 会 事 務 局議 会
－451726合　　　　計

地
球
3
周
分
ウ
ォ
ー
キ
ン

地
球
3
周
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
ググ

を
達
成
し
た
碓
氷
さ

を
達
成
し
た
碓
氷
さ
んん
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市
内
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
こ
の
地
層
で
す
が
、
実
際
に

観
察
で
き
る
場
所
は
、
向
田
地
区
の

川
南
の
旧
国
道
沿
い
、
舟
戸
の
下
の

崖
、
矢
沢
の
や
な
の
入
り
口
の
崖
な

ど
限
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
2
億
3
千
万
年
前
と
い
え

ば
、
恐
竜
が
地
球
上
に
繁
栄
し
て
い

た
時
代
で
す
。
も
し
も
、
恐
竜
や
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
が
一
緒
に
堆
積
し
て
い

た
ら
、
地
層
の
中
に
化
石
が
眠
っ
て

い
る
か
も
…
?

　

次
回
は
、「
中
川
層
群
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　

8
月
号
に
続
き
、
八
溝
層
群
を
紹

介
し
ま
す
。

　

前
回
、
八
溝
層
群
と
は
市
内
で
観

察
で
き
る
最
も
古
い
地
層
と
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
小
木
須

の
川
戸
に
あ
る
八
溝
層
群
の
「
チ
ャ

ー
ト
」
が
1
番
古
く
、
お
よ
そ
2
億

3
千
万
年
前
の
化
石
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
化
石
は
、「 
放  
散  
虫 
」
と
い
う

ほ
う 
さ
ん 
ち
ゅ
う

肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
小
さ

な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
化
石
で
、
こ
れ

ら
が
海
底
に
堆
積
し
、
ガ
ラ
ス
質
の

粒
子
が
集
ま
っ
て
で
き
た
硬
い
岩
石

を
「
チ
ャ
ー
ト
」
と
い
い
ま
す
。

40

～
那
須
烏
山
市
の
地
層
特
集
～

場
さ
ん
は
、
自
分
の
姓
と
同
じ
地
名
が

入
っ
た
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
月
日
が
た
ち
、

友
人
か
ら
「
老
い
て
も
一
つ
や
二
つ
夢

が
あ
っ
て
も
い
い
」
と
言
わ
れ
、
平
成

　

年
9
月
か
ら
全
国
の
駒
場
を
巡
る
旅

29を
始
め
ま
し
た
。

　

駒
場
さ
ん
は
、「
行
く
先
々
で
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
感
動
を
も
ら
っ

た
。
現
在
、
2
周
目
の
駒
場
巡
り
に

入
っ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
休
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
態
な
の
で
、
落
ち
着
き
次
第
再

　

駒
場
友
吉
さ
ん
（
大
金
）
と
妻
の
孝
子

さ
ん
が
、
約
3
年
間
か
け
て
全
国
の

「
駒
場
」
の
地
を
巡
っ
た
旅
を
ま
と
め

た「
栃
木
弁
で
全
国
駒
場
地
の
旅
行
記
」

（
下
野
新
聞
社
）
を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　

旅
行
記
に
は
、
北
海
道
か
ら
京
都
府

ま
で
を
調
べ
た　

か
所
を
巡
り
、
声
を

29

掛
け
た
人
が
最
寄
り
駅
ま
で
送
っ
て
く

れ
た
り
、
軽
ト
ラ
で
名
所
を
案
内
し
て

く
れ
た
り
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
烏
山
町
に
生
ま
れ
、
集
団
就
職
で

東
京
都
内
の
印
刷
会
社
に
就
職
し
た
駒

全
国
の
駒
場

か
所
を
探
訪

29

旅
の
思
い
出
残
す
旅
行
記
出
版

開
し
、
2
冊
目
を
出
版
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
旅
行
記
は
、
市
立
図
書
館

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
木
須
地
内
の
チ
ャ
ー
ト

業
」
に
よ
り
改
修
し
た
農
産
物
直
売
所

の
建
物
を
活
用
し
た
も
の
で
、
龍
門
の

滝
を
中
心
に
会
員
が
観
光
ガ
イ
ド
を
行

い
ま
す
。
案
内
所
は
当
面
の
間
、
観
光

客
の
多
い
土
・
日
曜
日
に
月
2
回
程
度

開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

酒
井
会
長
は
「
ガ
イ
ド
を
と
お
し
て
、

大
地
と
人
間
生
活
と
の
関
わ
り
を
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
。
将
来
的
に
は
、
地

元
の
人
や
関
心
が
あ
る
人
に
も
携
わ
っ

て
も
ら
い
、
開
設
日
を
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
す
か
ら
ジ
オ
の
会
プ
チ
ェ
ー
ロ

（
酒
井
豊
三
郎
会
長
）
が
、
7
月　

日
松

、
龍

25

門
の
滝
に
観
光
ガ
イ
ド
拠
点
を
開
設
し

ま
し
た
。
同
日
行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、

関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
約　

人
が
参

20

加
。
そ
の
後
、
同
会
会
員
の
澤
村
俊
夫

さ
ん
が
滝
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
、
参
加
者

は
龍
門
の
滝
の
歴
史
や
大
地
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
学
び
、
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

観
光
ガ
イ
ド
拠
点
は
、
市
の
「
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

龍
門
の
滝
の
歴
史
や
大
地
の
成
り
立
ち
を
解
説

観
光
ガ
イ
ド
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

旅行記を出版した友吉さん（左）と孝子さん（右）

龍
門
の
滝
に
開
設
さ
れ
た

観
光
ガ
イ
ド
拠
点

八溝層群の八溝層群の八溝層群の

小木須地内の
チャート
小木須地内の
チャート

向田地区の
チャート
向田地区の
チャート

野上舟戸の
地層
野上舟戸の
地層

矢沢のやな
付近の崖
矢沢のやな
付近の崖
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市の人口

着図書新

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

〇
最
近
の
悩
み
は
よ
く
蚊
に
刺

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
去
年
は
こ

ん
な
に
刺
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
、

毎
日
ど
こ
か
し
ら
を
刺
さ
れ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
せ
っ
か
く

治
っ
た
と
思
っ
た
ら
ほ
か
の
と
こ
ろ
を
刺

さ
れ
、
か
ゆ
み
と
闘
う
日
々
で
す
。
蚊
に

刺
さ
れ
や
す
い
人
は
、
汗
を
か
き
や
す

か
っ
た
り
、
体
温
が
高
か
っ
た
り
、
太
っ

て
い
た
り
す
る
と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
Ｏ

型
だ
か
ら
刺
さ
れ
や
す
い
と
思
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
。（
も
し
か
し
て
脂
が
の
っ
て
い
て
お

い
し
い　

）
蚊
が
獲
物
を
認
識
す
る
3
大
要

??

素
は
、
動
物
や
人
が
出
す
「
二
酸
化
炭
素
」

と
「
に
お
い
」
と
「
熱
」
だ
そ
う
で
、
遠

く
か
ら
で
も
存
在
を
認
識
で
き
る
よ
う
で

す
。
な
か
な
か
逃
げ
切
る
の
は
難
し
そ
う

で
す
ね
。

〇
先
日
、
リ
ビ
ン
グ
と
寝
室
で
蚊
取
り
線

香
を
つ
け
て
い
た
の
で
す
が
、
換
気
が
上

手
く
い
か
ず
、
部
屋
が
煙
で
も
く
も
く
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
煙
を
逃
が

そ
う
と
扇
風
機
を
つ
け
た
の
が
大
失
敗
。

煙
が
目
に
染
み
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
眠
り
、
朝
を
迎

え
た
の
で
す
が
髪
の
毛
か
ら
蚊
取
り
線
香

の
匂
い
が
…
。
蚊
の
気
持
ち
を
味
わ
っ

た
？
1
日
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
み
な
さ
ん
に
注
意
喚
起

毅

毅

（
換
気
）

を
し
て
お
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

 
　

林　
 
麻 　
 
文 （ 
大 
・
美
香
）宮　
　

原

ま 

や

小　

川　
 
稜 　
 
真 （
真
幸
・
花
苗
）谷
浅
見

り
ょ
う 

ま

平　

澤　
 
歩  
未  
也 （
諒
太
・
里
美
）金
井
1
丁
目

ふ 

み 

や

菱　

沼　
　
　
 
詩 （
耀
司
・ 
茜 
）中
央
２
丁
目

う
た

川　

村　
 
涼 　
 
真 （
光
毅
・由
加
里
）志　
　

鳥

り
ょ
う 

ま

小　

室　
 
颯 　
 
佑 （ 
駿 
・可
奈
子
）中
央
１
丁
目

そ
う 

す
け

ジ
ョ
ン
ソ
ン　

ゼ
イ
デ
ン　

ア
ザ
ヤ（
デ
ィ
ビ
ア
ン　

オ
ー
ラ
ン
ド
・エ
リ
ー
ス　

ロ
シ
ェ
ル
）南
大
和
久

小　

林　
 
莉 　
 
奈 （
慶
毅
・野
染
美
）小　
　

倉

り 

な

郡　

司　
 
音 　
 
哉 （
直
哉
・美
由
紀
）白　
　

久

お
と 

や

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

5
地
区
で
情
報
交
換
会

　

市
で
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
、
制
度
を

支
え
る
年
代
・
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
す
る
介

護
職
員
不
足
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
ほ
か
、
近
所

の
声
か
け
、
見
守
り
な
ど
の
支
え
合
い
を

地
域
全
体
で
進
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り

を
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
、
地
域
の
実

情
や
課
題
を
共
有
し
、
必
要
な
取
り
組
み

を
話
し
合
う
「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

情
報
交
換
会
」
を
市
内
5
地
区
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
情
報
交
換
会
で
は
、
各
自

治
会
で
行
っ
て
い
る
活
動
を
振
り
返
り
、

今
後
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
住
民
同
士
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
取
り
組
み
は
、
居
場
所
づ
く
り
や
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
開
催
を
見

合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
の
た

め
、
自
治
会
活
動
や
地
域
活
動
、
地
域
交

流
が
自
粛
と
な
る
今
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

閉
じ
こ
も
り
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
住
民
に
よ
る
で
き
る
範
囲
で
の

見
守
り
や
声
か
け
、
自
ら
困
っ
た
時
に
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合　

健
康
福
祉
課　

緯
0
2
8
7

−

　

−

7
1
1
5

88

■
那
須
烏
山
市
災
害
義
援
金
（
2
月
～
3
月
受

付
分
）

　

㈱
レ
ノ
バ
社
員
有
志
様
か
ら　

万
1
千
円
、

36

㈱
栃
木
銀
行
様
か
ら
1
万
円
、
そ
の
ほ
か
個

人
1
人
か
ら
3
千
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
に
寄
附
さ
れ
た
義
援
金

は
、　

団
体
お
よ
び　

人
の
皆
様
か
ら
合

53

53

計
9
5
1
万
8
7
7
2
円
で
、
県
の
災
害

義
援
金
6
9
7
9
万
2
7
0
円
と
合
せ
て

7
9
3
0
万
9
0
4
2
円
と
な
り
、
7
月

末
を
も
ち
ま
し
て
被
災
者
の
皆
様
（
2
0
7

件
）
に
全
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

長
野
知
沙
様
（
福
岡
県
大
野
城
市
）
か
ら
1
万

円
、
渡
辺
恵
美
子
様
（
小
山
市
）
か
ら
1
万
7

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

千
円
、
鈴
木
優
様
（
東
京
都
小
平
市
）
か
ら
3

万
5
千
円
、
㈱
ケ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン　

佐
藤
繁
代
表
取
締
役
様
（
東
京
都
港
区
）

か
ら
3
0
0
万
円
、
匿
名
希
望
者
様　

人
19

か
ら
合
計　

万
2
千
円
が
本
市
に
寄
付
さ

28

れ
ま
し
た
。

グループの意見を発表する参加者
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★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

着着着着図図図図書書書書新新新新

編
集
後
記

2020.8.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,327 女
死亡
転出

12,409

人口 24,736（－5）

世帯数 9,299

29
41

12
53

★一般図書★
『私は真実が知りたい』　赤木　雅子
『疲れた心がラクになる食べ方大全』
　　　　　　　　　　那須　由紀子
『やせ筋トレ姿勢リセット』とがわ　愛
『こわい顔じゃ伝わらないわよ』
　　　　　　　　　　　尾木　直樹
『物語の海を泳いで』　　角田　光代
『一人称単数』　　　　　村上　春樹
『森メトリィの日々』　　　森　博嗣
『水族館ガール 　』　  木宮　条太郎7

★児童図書★
『ゆるゆるアマゾン図鑑』
　　　　　　　　　　さの　かける
『わけがわかる中学英語』学研プラス
『鬼滅の刃　第　巻』　吾峠　呼世晴2
『こどもＳＤＧｓ』　　秋山　宏次郎

『ますくちゃんでばんです』
　　　　　　　　よこみち　けいこ
『おめでとうかいぎ』　　浜田　桂子
『ねこになっちゃった』　角野　栄子
『スマホをひろったにわとりは』
　　　　　　　　ニック　ブランド

★ＤＶＤ★
『パラサイト　半地下の家族』
　　　　　　　　ポン・ジュノ監督
『チャーリーズ・エンジェル』
　　　　エリザベス・バンクス監督
『エルフと不思議な猫』
　　　　エフゲニー・ベダレフ監督
『僕のワンダフル・ジャーニー』
　　　　ゲイル・マンキューソ監督
『おじいさんと子猫の魔法の家』
　　　　　　ベン・スタッセン監督

俳　

句

水
野　

信
一　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

露
草
や
親
し
き
友
の
文
の
い
ろ髙

田　

栄
子（
田
野
倉
）

噴
水
の
し
ぶ
き
が
誘
ふ
子
等
の
数

大
森
フ
サ
オ（
宇　

井
）

ふ
る
さ
と
へ
帰
れ
ぬ
日
々
や
茄
子
の
馬

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

靴
の
音
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
人
よ
夏
の
朝

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

再
開
も
赤
字
覚
悟
の
夜
の
街

川
上
美
智
男（
大　

里
）

巣
作
り
の
夫
婦
燕
が
愛
お
し
い羽

石　

妙
子（
向　

田
）

覚
悟
し
て
挑
む
戦
い
怖
く
な
い関　
　

元
氣（
小　

塙
）

ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
縫
う
マ
ス
ク

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

コ
ロ
ナ
禍
に
自
粛
し
三
密
避
け
な
が
ら
医
療
従
事
者

に
手
を
合
わ
す
日
　々
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

梅
雨
明
け
て
コ
ロ
ナ
止
ま
ず
の
炎
天
下
熱
中
症
と
の

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
か　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

古
希
迎
え
日
陰
に
あ
り
て
も
嫋
や
か
に
紫
陽
花
の
よ

う
に
生
き
た
し
と
願
う　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

悔
い
な
し
と
思
う
も
今
は
薬
漬
け
先
逝
く
友
を
羨
ま

し
と
思
う　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

豊（
谷
浅
見
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　　広告掲載募集中
　市では、「広報お知らせ版」・
「広報なすからすやま」・「市
ホームページ」の有料広告を募集しています。
　掲載基準などの詳細は、市ホームページで確認す
るか、下記あてにお問い合わせください。
■総合政策課広報広聴グループ　緯0287－83－1112

 ダウンロードは
こちらから
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2020.9
－
 N
o.180 －

な
す
か
ら
す
や
ま

広報
〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

新型コロナ終息と地域への感謝を込め
横枕青年団が夜空に花咲かす

　

特
別
支
援
学
校
で
は
、
国
語
・
算

数
・
音
楽
・
体
育
な
ど
の
教
科
の
ほ

か
に
、
生
活
に
即
し
た
実
践
的
な
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
一
人
ひ
と
り
の
困
難

な
事
を
改
善
す
る
た
め
の
学
習
と
し

て
「
自
立
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
買
い
物
、
公
共
施
設

の
利
用
、
栽
培
、
調
理
や
制
作
な
ど

様
々
な
生
活
場
面
を
設
定
し
て
学
習

す
る「
生
活
単
元
学
習
」が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
働
く
た
め
に
必
要
な

知
識
・
技
能
や
態
度
を
学
習
す
る
た

め
の
「
作
業
学
習
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
色
あ
る
活
動
や
現
場

実
習
を
経
て
卒
業
後
の
進
路
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

主
幹
教
諭　

戸
村
友
美
枝

特
別
支
援
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

特
別
支
援
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

特
別
支
援
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

〜
特
色
あ
る
活
動
〜

ピンク色の○○○!?
　烏山小学校　年の青木紅マリアさ4
ん（神長）が、　 月23日掌、自宅の庭8
先でピンク色のバッタを発見しました。
　見つかったのはヒナバッタの幼虫
とみられ、体長は　cmほど。ピン2
ク色になった原因は不明です。
　青木さんは「バッタをつかまえて
みたらピンク色だった。初めて見た
ので、とてもびっくりした」と話し
ていました。

　　月10日（月・祝）、横枕青年団（生魚貴宏団長）が、新型コロナウイル8
ス感染症の終息を願うとともに地域住民への癒しと感謝の気持ちを込
め、横枕公民館周辺で花火を打ち上げました。
　花火は、大曲全国花火競技大会や隅田川花火大会などで多くの受賞
歴を持つ茨城県の野村花火工業が午後　時30分から約10分間にわたっ7
て75発を打ち上げ、地域住民らは、大輪の花が咲いたような夜空を静
かに見上げていました。
　同青年団では、毎年花火大会を
開催しており、今年で10回目を迎
える予定でした。しかし、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で中止
せざるを得ない状況となり、代替
案として事前告知をせずに花火を
打ち上げることとしました。
　横枕青年団の澤村和彦事務局長
は、「新型コロナウイルス感染症
の影響で様々な市内のイベントが
中止となってしまったが、花火を
打ち上げることで地域住民に笑顔
と癒しを与え、喜んでもらえたの
で良かった。来年は、10回目の横
枕花火大会を盛大に開催したい」
と話していました。

小学部での季節の花の作品作り 自立活動でのゲームの様子

高等部での折りたたみ椅子作り 中学部でのさをり織り体験

発見！

夏の夜空いっぱいに
打ち上げられた花火

ピンク色のバッタピンク色のバッタをを
手に持つ青木さ手に持つ青木さんん


